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令和５年第９回君津市教育委員会会議録 

 
１ 日  時 令和５年９月２７日（水） 午後４時００分開会 午後４時５２分閉会 

 

２ 場   所 ５階大会議室 

 

３ 出 席 者 教育長 粕谷哲也 

委 員 小倉洋一、佐藤 薫、渡邊 俊介 

 

４ 出席職員 教育部長               丸   博幸 教育部次長(事)教育総務課長  茂木 一也 

 教育部副参事(事)教育センター所長 諏方壽一郎 生涯学習文化課長       塚越 直美 

 生涯学習文化課文化振興担当主幹  當眞 紀子  (事務局)教育総務課副課長    岡本 忠大 

 

５ 傍 聴 人 なし 

 
６ 会議日程 日程第１ 前回会議録の承認について 

日程第２ 教育長報告について 
日程第３ 議案第 １ 号 教育財産の用途変更について 

報告第 １ 号 専決処分（後援関係）の報告について 
報告第 ２ 号 重要無形文化財（人間国宝）へ 「長板中形」関連行事の開催につい 
 て 
報告第 ３ 号 科学工夫工作・研究論文展等の実施結果について 
報告第 ４ 号 令和５年度イングリッシュ・デイ・キャンプの実施結果について 
報告第 ５ 号 上総小櫃中学校区コミュニティ・スクールについて 
報告第 ６ 号 公民館文化祭について 

 
 
粕谷教育長 

ただいまの出席者は４名で、定足数に達しておりますので、これより、令和５年第９回君津市教育委員会

会議を開催します。 
 

 粕谷教育長 

会議に先立ちまして、９月１日付け人事異動に伴う事務局職員の紹介をお願いいたします。 

 

丸教育部長 

それでは、転入により、新たに会議に参加する職員を紹介させていただきます。 

教育部次長 事務取扱 教育総務課長 茂木一也でございます。 

 

 茂木次長 

９月１日より着任いたしました茂木と申します。よろしくお願いします。 
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 丸教育部長 

職員紹介は以上でございます。 

 

 粕谷教育長 

それでは、日程第１ 前回会議録の承認について、を議題といたします。 

事前にご確認をいただいておりますが、各委員から何かお気づきの点はございますか。 

 

粕谷教育長 

ご意見等も無いようでございますので、採決を行います。前回会議録の承認について、賛成の委員の挙手

を求めます。 

 

【全員挙手】 

 

粕谷教育長 

挙手全員。会議録につきましては、承認されました。 

 

粕谷教育長 

日程第２ 教育長報告について、９月に出席した行事及び出席予定の行事についてご報告いたします。 

まず、６日の周西小を皮切りにスタートした「教育長訪問」についてご報告いたします。この訪問につき

ましては、学校職員や児童生徒、教育環境の状況把握等を目的として毎年行っているものであり、今年度は

小学校８校、中学校４校の全１２校を予定しております。 

はじめに、授業を参観し、児童生徒がより意欲的になる授業についてアドバイスを行っております。また、

施設についても状況確認を行い、老朽化が進む学校も多くあることから、今後も適切な維持管理を通して、

児童生徒が安心して生活できる良好な学習環境を提供できるよう努めてまいります。 

２点目は、１４日の周西南中学校での「公開授業」についてです。この公開授業については、ＮＰＯ法人 

森は海の恋人 理事長 畠山重篤氏を講師としてお招きし、「つなげて考えよう森と海」をテーマとした講演

会であり、２年生を対象として行ったものです。 

畠山氏は牡蠣養殖業を経営されており、同時に、海の環境を守るための植林活動や環境教育の一環として、

全国から子どもたちを牡蠣養殖場へ受け入れ、体験学習の場づくりにも取り組んでおり、ＮＨＫの朝ドラ「お

かえりモネ」の主人公の祖父のモデルとなった方でございます。 

２０１１年に東日本大震災で大きな被害を受けた牡蠣の養殖場やコンクリートの防潮堤に頼らず震災後の

自然環境を活かした地域づくりを行うことへの想いを聞くことができる貴重な場となりました。 

最後に、新型コロナウイルス感染症の発生状況でございます。市内の一部の小中学校において、感染者の

発生があることから、発生状況を鑑みて、学級閉鎖や学年閉鎖の対応をしたところがございます。県では、

君津地域の発生が多いとの報告があるほか、最近では、インフルエンザの感染者もみられます。今後、９月

下旬から１０月にかけて、１４小中学校の修学旅行が実施予定となっています。引き続き、学校での適切な

感染対策を講じ、教育活動が円滑に進められるよう努めてまいります。 

報告は以上でございます。 
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粕谷教育長 
ご質問等、ございますか。 

 
粕谷教育長 

質問等も無いようでございますので、日程第３ 議事に入ります。 

本日の案件は、議案１件、報告６件でございます。 
 
粕谷教育長 

はじめに、議案第１号 教育財産の用途変更について、を議題といたします。議案第１号について、事務

局の説明をお願いします。 
 
茂木次長 

議案第１号 教育財産の用途変更についてご説明いたします。 

現在、市の道路整備事業により、小糸小学校西側の市道中島、和田下線について、拡幅工事を予定してお

ります。現在は狭隘である道路が拡幅工事により車同士のすれ違いが可能となるほか、幅１．５ｍの歩行空

間を確保するなど児童の安全確保につながると考えております。この事業において、小糸小学校用地の一部

を道路拡幅の用地として使用したい旨の協議がございました。用途変更の概要としては、小糸小学校用地の

うち、君津市中島６７４番１及び６９９番の一部合計１７．４５㎡について、学校用地から道路用地へ用途

変更するものです。 

このことから、君津財務規則第２２４条の規定による、教育財産の用途変更を行いたいため、君津市教育

委員会行政組織規則第４条第５号の規定により、議決を求めるものです。用途変更を行う場所は、小糸小学

校体育館およびプール脇の道路側の土地になります。 

説明は以上でございます。よろしく、ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

  

粕谷教育長 
事務局の説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますか。 

 
佐藤委員 

   車がすれ違う時にとても危ないところですので、ぜひ、お願いいたします。 
 
粕谷教育長 

   他に質問等も無いようでございますので、採決を行います。 
議案第１号 教育財産の用途変更について、賛成の委員の挙手を求めます。 

 
【全員挙手】 

  
粕谷教育長 

挙手全員。よって、議案第１号は、原案のとおり可決いたしました。 
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粕谷教育長 

次に、報告第１号 専決処分（後援関係）の報告について、を議題といたします。報告第１号について、

事務局の説明をお願いします。 
 
 茂木次長 

報告第１号 専決処分の報告について、ご説明いたします。 
８月の教育委員会会議にて報告させていただいた以降に、専決処分し、後援を承認した行事について報告

いたします。案件は１１件ございますが、このうちの１件について説明いたします。８月２２日に承認した

「木更津高専キッズサイエンスフェスティバル」は、子どもたちが工作・ものづくりによる体験を通じて科

学に親しむことを目的として、令和５年８月２５日（金）に、木更津工業高等専門学校にて開催されたもの

です。 
  その他１０件につきましても、行事の後援に関する規程に基づき、後援を承認し、君津市教育委員会行政

組織規則第８条第１項第７号の規定により、専決処分をしたので、同条第２項の規定により報告するもので

す。 
   以上でございます。 
 
粕谷教育長 

事務局の説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますか。 
 
粕谷教育長 

質問等も無いようでございますので、次に、報告第２号 重要無形文化財（人間国宝）へ「長板中形」関

連行事の開催について、を議題といたします。報告第２号について、事務局の説明をお願いします。 
 
當眞生涯学習文化課文化振興担当主幹 

報告第２号 重要無形文化財（人間国宝）へ「長板中形」関連行事の開催についてご報告いたします。 
長板中形は、江戸時代から伝わる型紙を使った染色技法で、市内在住の松原伸生さんはその技術を保持す 

る染色作家です。令和５年７月２１日、国の文化審議会から、「長板中形」を重要無形文化財に指定し、その 

技術保持者いわゆる人間国宝として松原さんを認定するよう答申が出され、現在は正式な認定を待つ段階で

す。認定されますと、千葉県では２０年ぶり、君津市では初めての人間国宝となります。このたび、松原さ

んの技術や作品を広く紹介すべく、生涯学習文化課と君津市立久留里城址資料館で連携し、講演会や企画展

を開催いたします。 
プレ展示と記録映像の上映は、１１月１８日（土）・１９日（日）の２日間、中央図書館１階ギャラリーに  

て作品の一部を展示、エントランスの一部で記録映像の上映を行います。松原伸生さんによる講演会は、１

１月１８日（土）、中央図書館２階視聴覚室にて、開催いたします。作品の魅力をより多くの方に知っていた

だき、さらには久留里城址資料館の企画展にも足を運んでいただくきっかけになればと考えております。 
令和５年度久留里城址資料館企画展について、ご説明します。会期は、１１月２１日（火）から１２月１  

７日（日）までで、会場は、久留里城址資料館です。展示の一番の見どころは 松原さんの作品になります

が、それ以外にも、伝統の技法の中で使われる制作用具や、６．５ｍの迫力ある長板などを展示する予定で
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す。関連事業としてこの長板に糊を使いながら型紙を置いていく作業の実演と、ギャラリートークを１１月

２３日の祝日に、展示解説会を１２月２日（土）と１０日（日）に実施いたします。今回の展示などは、も

ともと令和元年の秋に開催予定でしたが、房総半島台風や新型コロナの影響で、長らく延期していたもので

す。このたび、人間国宝の認定という嬉しいニュースが飛び込んでまいりまして、力を入れて準備しており

ます。大勢の皆様にご来館いただきたいと考えております。 
なお、「長板中形」関連行事は、百年後芸術祭、内房総アートフェスの連携事業として実施いたします。百

年後芸術祭、内房総アートフェスは、千葉県誕生１５０周年記念事業の一環として、内房総５市の市原市・

袖ケ浦市・木更津市・君津市・富津市が連携し、１００年後に残したいアート・音楽・食とは何かを一緒に

考えていく芸術祭です。 
この「長板中形」関連行事は、伝統文化について芸術祭のテーマに合致することから、君津市のアートフ 

ェス連携事業として位置づけ、実施することとなりました。 
以上、報告いたします。 

 
粕谷教育長 

事務局の説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますか。 
 
粕谷教育長 

   期間中お忙しいと思いますが、展示会、講演会、ご都合がよろしければご参加いただければと思います。 

 
粕谷教育長 

質問等も無いようでございますので、次に、報告第３号 科学工夫工作・研究論文展等の実施結果につい

て、を議題といたします。報告第３号について、事務局の説明をお願いします。 
 
諏方教育センター所長 

報告第３号 君津市小中学校児童生徒の科学工夫工作及び研究論文展について、ご報告いたします。 
この展覧会は、子どもたちの科学工夫や研究に対する成果を発表する中で、子どもたちの科学に対する興

味関心や意欲を高めることを目的に開催しており、今年度が５１回目となりました。 
  今年は、９月９日（土）から１１日（月）までの３日間、市役所５階大会議室において開催いたしました。 

出品作品は、表に示してあるとおり、科学工夫工作作品が、小学校・中学校あわせて７５点、研究論文が１

１４点の、計１８９点が出品展示されました。そして、昨年度からスタートしたプログラミングの部につい

ては、「君津市」と「ＳＤＧｓ」をテーマに出品された９０点の中から選ばれた２５点の入賞作品が電子黒板

にて展示されました。この展覧会には、開催期間の３日間で７８３名の方にご来場いただき、大変好評なも

のとなりました。入賞作品については、教育センターホームページでも紹介いたします。 
  なお、今回の出品作品の中から、今月１３日（水）に開催されました君津地方小・中学校科学工夫作品審

査会におきまして、小学校３点、中学校２点の５点が特別賞を受賞し、うち小学校１点、中学校２点の３点

が県の科学工夫工作作品展に出品されます。 
  また君津地方論文審査会にて小学校３点、中学校２点が「推選」「特選」となり計５点が千葉県の審査に進

んでおります。千葉県の審査は１０月上旬の予定となっており、結果につきましては、情報が入り次第、再

度ご報告いたします。 
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  以上で、報告を終了いたします。 
  ここで、プログラミング作品の一部を紹介させていただきます。 

 
（作品紹介） 

 
粕谷教育長 

事務局の説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますか。 
 
粕谷教育長 

質問等も無いようでございますので、次に、報告第４号 令和５年度イングリッシュ・デイ・キャンプの

実施結果について、を議題といたします。報告第４号について、事務局の説明をお願いします。 
 
諏方教育センター所長 

報告第４号 令和５年度イングリッシュ・デイ・キャンプの実施結果についてご報告させていただきます。 
  ８月８日（火）に小学校イングリッシュ・デイ・キャンプを開催し、市内の小学校５・６年生の希望者５

８名が参加しました。昨年度より参加者が２０名増えました。 
主な活動として、「ＭＹＳＴＥＲＹ ＴＯＵＲ～ミステリーツアー～」のテーマのもと、３つのグループに

分かれ、海外旅行疑似体験をイメージしたアクティビティーを実施しました。オーストラリア、フィリピン、

ガーナへ海外旅行に出かけた場面を設定し、「聞くこと」「話すこと」を中心とした英語の活動に取り組みま

した。「フィリピンのこどもの遊びや手遊び歌」、「すごろくをしながらガーナについて知ろう」、「オーストラ

リアの現地校の生徒とＺｏｏｍで対話」など、基本的な英語表現を活用しながら諸外国の文化にも触れるこ

とができました。参加者からは、ＡＬＴと話せて楽しかった、他の国についても知りたい、ガーナのすごろ

くが楽しかった。本当に海外に行ってみたいと思った。そこでいっぱい学びたい。いろんな国に行ったみた

い、楽しかった。最初は何言っているかわからなかったけど、だんだんとわかるようになった、など多くの

前向きな感想があり、外国語学習への意欲の向上と伝え合う楽しさを実感するよい機会となりました。 
  今後も、実際に生きた英語に触れるチャンスをつくり、英語を学ぶ喜びや楽しさ通じるって嬉しいという

成功体験につなげ、この事業を通して、さらに興味の高い児童の外国語教育の向上となるようにしていきた

いと考えます。 
以上、報告させていただきます。 

 
粕谷教育長 

事務局の説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますか。 
 
粕谷教育長 

質問等も無いようでございますので、次に、報告第５号 上総小櫃中学校区コミュニティ・スクールにつ

いて、を議題といたします。報告第５号について、事務局の説明をお願いします。 
 

塚越生涯学習文化課長 
報告第５号 上総小櫃中学校区コミュニティ・スクールについてご報告させていただきます。 
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君津市学校再編第２次実施プログラムに基づき、上総小櫃中学校区へのコミュニティ・スクール導入に向

けて、現在、準備を進めております。 
   これまで、上総小櫃中学校区の学校長や公民館長と協議を重ね、まずは教職員の方にコミュニティ・スク

ールをご理解いただくための説明会の実施、また、小櫃、上総、松丘、亀山地域の住民を対象にした説明会

を現在開催しているところです。 
今後は、地域の状況に沿った学校運営協議会の設置及び運営に関する検討を行うため、「上総小櫃中学校区

コミュニティ・スクール推進委員会」を設置し、円滑な導入に向けた準備を進めてまいります。このコミュ

ニティ・スクールで目指すことは、学校統合により学区が広がったことを受け、コミュニティ・スクールの

取組を通じて、子ども、大人の交流の輪を広げ、この地域にかかわる一人ひとりが学校運営に参画できる体

制づくりを進めることで、地域住民の様々なつながりを豊かにしていくことを目指してまいります 
   今後の予定として、来月１０月からコミュニティ・スクール推進委員会を開催し、令和６年４月に学校運

営協議会を立ち上げたいと考えております。 
報告は以上です。 
 

粕谷教育長 
事務局の説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますか。 

 
 小倉委員 

   学校運営協議会は上総小櫃中と小櫃小、上総小の３校ということですか。 

 

 塚越生涯学習文化課長 

   ３校で１つの学校運営協議会を設置する予定であります。 

 

 小倉委員 

   ３校で１つということは運営協議会を開く時には、どこかの学校に集まって行うということですか。 

 

 塚越生涯学習文化課長 

   まだ具体的にどこで開催するのかは決めていませんけども、学校や公民館などで会議を進めていくことに

なります。 

 

 粕谷教育長 

   これまで設置してきた周西南中、周西小学区のコミュニティ･スクールよりもかなりの広範囲から複数の

学校が集まっての協議会になりますので、会議の持ち方もまた違った形になろうかと思います。 

 

 佐藤委員 

   先日のリモートによる研究協議会に参加させていただきました。その協議会の中で他県の委員の話では、

コミュニティ･スクールは単独で、君津市にみたいに中学校区ではなく学校ごとにしているところがほとん

どでした。本市では中学校区という流れで、それこそ上総小櫃中学校区という広いところで、亀山地域など

から上総小に統合しただけでも大変なのに、さらに小櫃小を加えた上総小櫃中学校区でのコミュニティ･ス
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クールとなると、やはりもっと大変ではないかと思います。統合で一緒になった小学校の中で作るのではな

く、広く中学校区と考えることのメリットを教えてください。 

 

 塚越生涯学習文化課長 

   今回、上総小櫃中学校区のコミュニティ･スクールは、委員のおっしゃられたとおり、かなり広いところの

小櫃地区、上総地区というように呼ばれているところを１つにまとめてということになります。先週の地区

説明会でも地域の方が一番難しい地域ではないかとおっしゃる方もおりました。確かにまとめ上げるまでに

は数ヶ月とか１年でということは非常に難しいと考えております。 

しかし実際には現在、上総小櫃中学校区ということで、子どもたちはすでに１つのまとまりとして交流さ

れており、出来ている面もあります。今後は、その地域の方たちがどのように交流していくかというところ

が１つの課題となると思いますので、数年という単位で出来るか分かりませんが中学校区という１つの地域

になったということで、みなさんの交流が今までなかなかなかった部分、上総地区、小櫃地区が、これをき

っかけに子どもたちのことを考えて交流を進めていくというところが、やはり単独の学校だけではなくて地

域間の交流というところが１つのメリットであると考えております。これを進めていくには、もしかしたら

１０年単位になってしまうかもしれませんけども、少しずつ地域の方たちと話をして進めていきたいと考え

ております。 

 
粕谷教育長 

質問等も無いようでございますので、次に、報告第６号 公民館文化祭について、を議題といたします。 
報告第６号について、事務局の説明をお願いします。 

 
塚越生涯学習文化課長 

報告第６号 公民館文化祭にについてご報告させていただきます。 

   令和５年度の公民館の文化祭は、１０月７日の亀山分館をスタートして、来年１月にかけて順次実施する

予定となっております。内容については、特別企画、発表、展示など、各公民館で工夫して行う予定です。

委員の皆さまには、ご都合がよろしければ、お近くの公民館の文化祭にご参加いただければと思います。よ

ろしくお願いします。 

   説明は以上です。 

 

粕谷教育長 
事務局の説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますか。 

 
 粕谷教育長 

本日の議案はすべて終了いたしましたが、その他、委員の皆さん又は事務局から何かございますか。 

 
粕谷教育長 

他に無ければ、以上をもちまして令和５年第９回君津市教育委員会会議を閉会いたします。 
お疲れ様でした。 
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以上、会議の顛末を記載し、事実と相違ないことを証するため署名する。 

 

令和５年１０月２４日 

君津市教育委員会教育長   粕 谷 哲 也 


